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材
料
と
し
て
の
『
千
載
佳
句
』

―
『
和
漢
朗
詠
集
』
と

『
新
撰
朗
詠
集
』

―

宮
武

衛

毘
沙
門
堂
蔵
写
本
『
篆
隷
文
体
』
と
そ
の
祖
本

―
兼
ね
て
『
千
字
文
』
注
、

『
蒙
求
』
注
の
利
用
の
問
題
を
論
ず

仲
村

康
太
郎

『
風
流
志
道
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仙
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―

付

暁
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児
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歌
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枕
詞
「
瑞
垣
の
」
と

被
枕
「
久
し
」
に
関
す
る
一
考
察

横
内

亮
太

能
「
籠
太
鼓
」
に
お
け
る
狂
い
の
手
法

―
物
狂
の
「
思
ひ
」
は

如
何
に
し
て
表
現
さ
れ
た
か

―

奥
田

茉
莉
子

「
三
河
記
」
作
品
群

―
諸
本
の
分
類
に
つ
い
て

大
山

恵
利
奈

「
字
音
語
」
に
つ
い
て
の
覚
書

佐
野

宏

日
本
現
存
『
類
合
』
及
び
関
連
資
料
の
考
察
（
一
）

楊

慧
京



投

稿

規

定

一
、
本
誌
は
、
投
稿
資
格
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
国
語
学
・
国
文
学
に
関
す
る
論
文
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

一
、
投
稿
論
文
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
し
て
四
十
枚
（
本
誌
の
頁
数
で
十
二
頁
）
以
内
と
し
、
こ
れ
を

超
過
し
た
場
合
、
実
費
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
原
稿
は
な
る
べ
く
一
太
郎
で
、
一
行
二
十
九
字
詰
で
作
成
し
て
く
だ
さ
い
（
一
太
郎
で
の
作
成
が
難

し
い
場
合
は

W
ord

で
お
送
り
く
だ
さ
い
）
。
編
集
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
し
た
ら
、
本
誌
所
定
の

テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
電
子
フ
ァ
イ
ル
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

一
、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二
枚
程
度
の
要
約
文
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
場
合
は
、
ソ
フ
ト
名
・
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た
原
稿
枚
数
を
明
示

の
上
、
電
子
媒
体
と
印
字
し
た
原
稿
を
同
封
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
電
子
媒
体
と
印
字
し
た
原
稿

は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
メ
ー
ル
で
の
投
稿
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
投
稿
規
定
末
尾
に
記

載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
投
稿
の
場
合
、
紙
原
稿
を
郵
送
い
た
だ
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
、
原
稿
の
締
切
は
毎
年
七
月
十
五
日
と
し
ま
す
。

一
、
原
稿
の
採
否
は
査
読
委
員
会
が
決
定
い
た
し
ま
す
。
採
否
の
問
合
せ
に
は
お
答
え
し
な
い
こ
と
を
原

則
と
い
た
し
ま
す
。

一
、
校
正
は
原
則
と
し
て
再
校
ま
で
と
し
ま
す
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
本
誌
三
部
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
以
上
の
本
誌
・
抜
刷
に
つ
い
て
は
実
費

を
申
し
受
け
ま
す
。

一
、
掲
載
さ
れ
た
論
文
は
原
則
と
し
て
京
都
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
そ
の
全
文
を
公
開
し
ま
す
。

一
、
宛
先
は
以
下
の
通
り
と
し
ま
す
。
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